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次
期
改
選
か
ら
適
用

　

議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
２
月
に
福
田
利
喜

議
長
の
諮
問
を
受
け
、
議
会
内
に

諸
課
題
検
討
委
員
会
（
伊
藤
明
彦

委
員
長
、
委
員
７
人
）
を
設
置
。

議
員
定
数
と
報
酬
、
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
、
全
国
の
人
口
が
同
規

模
自
治
体
の
状
況
な
ど
、
様
々
な

内
容
を
検
討
し
た
上
で
、「
定
数

を
２
人
削
減
し
て
16
人
に
す
る
こ

と
が
妥
当
」と
ま
と
め
、令
和
４
年

３
月
に
議
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
各
コ
ミ
セ
ン

単
位
で
議
会
報
告
会
を
開
い
て
削

減
案
を
提
示
。
一
部
に
「
市
民
の

声
が
市
政
に
届
き
に
く
く
な
る
の

で
は
」
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
削
減
案
に
賛
成
す
る
意

見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
今
回
の

議
員
発
議
と
し
た
も
の
で
す
。
報

酬
（
月
額
30
万
円
）
と
政
務
活
動

費
（
同
１
万
２
５
０
０
円
）
は
現

状
維
持
と
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
査
で
は
、
大
坪
涼
子
議

員
が
「
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と

し
て
い
る
時
、
議
会
の
総
合
力
が

小
さ
く
な
る
よ
う
な
定
数
削
減
に

は
反
対
」
と
討
論
。
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
本

年
の
次
期
改
選
か
ら
定
数
を
16
人

と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
コ
ロ
ナ
対
応

　

こ
の
ほ
か
、
可
決
し
た
議
案
の

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で

行
い
ま
し
た
。
現
行
の
議
員
定
数
18
人
を
２
人
削
減
し
て
16
人
と

す
る
議
員
発
議
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
な

ど
議
案
23
件
を
可
決
し
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
一

般
質
問
に
は
、
９
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

う
ち
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
子
育
て
世
帯
、
寡
婦
医

療
費
給
付
事
業
費
の
増
、
農
業
収

入
（
主
食
用
米
販
売
収
入
）
減

少
・
肥
料
高
騰
対
策
支
援
事
業
費

補
助
金
、
公
共
施
設
な
ど
の
電
気

料
の
増
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

増
に
よ
る
お
礼
品
等
取
扱
業
務
委

託
料
の
増
額
な
ど
を
計
上
。
歳

入
歳
出
に
29
億
３
８
７
５
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

２
５
８
億
６
６
４
７
万
円
と
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
最
終
日
に
は
、

福
祉
灯
油
支
給
事
業
費
、
出
産
・

子
育
て
応
援
事
業
費
、
気
仙
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
防
球
ネ
ッ
ト
設
置

工
事
に
関
す
る
補
正
予
算
１
件
が

追
加
提
案
さ
れ
、可
決
し
ま
し
た
。

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
凍
結
ま
た
は
中
止
を
求
め
る
請

願
」
は
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

と
し
ま
し
た
。

予
算
等
特
別
委

　

各
議
案
や
補
正
予
算
案
な
ど
を

付
託
さ
れ
た
予
算
等
特
別
委
員
会

（
及
川
修
一
委
員
長
）
で
の
質
疑

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
質
問　

市
民
文
化
会
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
当
該

第
４
回
定
例
会

議
員
定
数
２
減
の
16
人
に

企
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
や
っ
て

い
る
。
指
定
管
理
を
し
て
い
る
他

の
公
共
施
設
と
も
合
わ
せ
て
、
ど

の
よ
う
に
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
た

か
の
可
視
化
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

　
答
弁　

当
該
企
業
は
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
分
野
も
担
っ
て
い
る

の
で
、
会
社
か
ら
も
聞
き
取
り
を

し
な
が
ら
、
庁
内
で
し
っ
か
り
検

討
し
た
上
で
対
応
す
る
。

　

質
問　

高
田
・
今
泉
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
平
地
部
の
整

地
工
事
の
具
体
的
内
容
は
。

　

答
弁　

大
型
イ
ベ
ン
ト
や
全
国

植
樹
祭
の
来
訪
者
の
た
め
の
駐
車

場
整
備
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
農
業
支
援
事
業
費
の

内
容
は
。
ま
た
、
肥
料
高
騰
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

農
業
収
入
減
少
の
主
食

用
米
の
販
売
農
家
へ
の
支
援
、
電

気
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
土
地

改
良
区
等
へ
の
支
援
お
よ
び
化
学

肥
料
低
減
に
取
り
組
む
農
家
へ
支

援
を
す
る
も
の
。
肥
料
高
騰
分
に

つ
い
て
は
、
高
騰
分
の
７
割
を
国

が
支
援
す
る
も
の
で
、
市
で
も
一

部
支
援
す
る
。
国
、
県
、
市
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
（
担
当
・
小
澤
睦
子
）

○○

新
年
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
前
高
田
市
議
会
議
長
　
福
　
田
　
利
　
喜

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
穏
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
広
が
り
が
第
８
波
に
入
る
な
ど
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

記
録
的
な
円
安
に
よ
る
物
価
の
高
騰
が
続

く
な
ど
、
様
々
な
方
面
で
厳
し
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
高
田
松
原
海
水
浴
場

の
海
開
き
や
産
業
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
、

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
待
望
の
市
立
博
物
館
の
開

館
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
整
備
が
完
了
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
中
心
市
街
地
に
新
た
な
人
の
流
れ
が
で

き
る
な
ど
の
動
き
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
11
月
に
は
市
内
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
に
「
議

会
と
語
る
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
新
た
な
議
会
の
在
り

方
を
検
討
し
、
議
員
定
数
は
現
行
の
18
人

か
ら
２
人
削
減
す
る
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

議
会
と
語
る
会
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
令
和
４
年
第

４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
発
議
に
よ

り
定
数
を
16
人
と
す
る
条
例
改
正
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り

良
い
陸
前
高
田
市
を
目
指
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
議
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、新
た
な
年
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

福　
　

田　
　
　

議

大　
　

坂　
　
　

○

伊
藤（
明
）　　
　

○

及　
　

川　
　
　

○

藤　
　

倉　
　
　

×

大　
　

坪　
　
　

×

菅　
　

野　
　
　

○

佐
々
木　
　
　

○

鵜　
　

浦　
　
　

○

伊　
　

勢　
　
　

×

蒲　
　

生　
　
　

○

中　
　

野　
　
　

○

畠　
　

山　
　
　

○

伊
藤（
勇
）　　
　

○

小　
　

澤　
　
　

○

大
和
田　
　
　

○

松　
　

田　
　
　

○

木　
　

村　
　
　

○　
発議第４号
陸前高田市議会議
員定数条例の一部
を改正する条例

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

　
松
田
修
一
　
　

　
小
澤
睦
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畠
山
恵
美
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蒲
生
　
哲

　
伊
勢
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中
野
貴
徳
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勇
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大
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昌
也


